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13横隔神経麻樽に対する外科治療伊摘賓験
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小児の横隔神経麻輝は主に分娩外傷ヲ心臓手術後にみ

られるかき我利£3例に対し横隔膜級縮術を施行,良好

な結果を得た伊

症例日当滑蟹位分娩による託摘麻輝を伴った横隔神

経麻輝であり3ケ月間気管内挿管下呼吸管選を必要とL

た,右上腹部開腹による横隔膜縫縮約を施行,術後H:i
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shum息を施行｡術後右横隔神経麻輝栂貌L多呼吸やぜ

いめいが続き5ケ別封こ経胸的右横隔膜級齢術を施行夕
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を施行.症例2と閣様をこて6ケ月田をこ経胸的右横隔膜縫

縮鮪を施行したや

ニ3例を星示し若干m考察を加え報告した也

諾う食道静脈療術後をこ吐血を緩り返したデュラ
ブ浄イ潰慶の且13㌔児例
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デュラ7オイ濃癖は小児篤郎こぼ種な疾患であるかき当

科においてそ約---例を経験した約で7線祭する巾症例は護詔

才の男児d既往歴としてヲ望才略に食道静脈癖をこ対し食

道鰹断衝,血管郭清術夕蝉摘鮪が施行された中本牢8月

24日上腹部痛洩現貯8月25E32を桓怖タ-ル健を認め近医

受診し声抗漁場剤a)投与を受けたがそgJ)級2回吐血を認

めたため当科緊急入院か入院後に転 2回にわたり表象

の吐下血をきたLた.内視鏡梗塞を施行Lたところ,播

上部後壁に血管だ)断端が露出していると思われる所見を

こう二;i
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後吐下血はな机を摘8日退院となった.

内藤 意- 芭祭貿描 病院∋
丸田 宥吉 (閲第--外科)
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腸管露髄症は堂腸管のどこにでも発生しうろ紙 睦言勝

に発生するものが多いとされ 髄鳳 腐部腰痛,イレどラ

スなど多彩な症状を望する.今日乳 われわれは保存的治

療で軽快するイレウスを繰り返し,経適中をこ巌塵楕症を

併発した症例を経験したので予若干の考察を加えて報告
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症例は満期正常慶,3壇64鑑にて出生した寵児血生後93

日巨銅こ嚇蛙と下痢で発症し,禁幾晩輸液などの保存療法

にて症状は軽快Lた｡生後且胴EH当をこ緋重義疫がみられた

が監腸にて症状は軽快Lている≠生後且葺8m員をこ畷吐を

室訴をこ蒋受診Lノ,お顔r3腹部に鷹癖を触れ 腺薮横症の診

断で注腸造影を施行し,非観血的整復で症状は軽快しき

膿療私消柴Lた事生後摘8日目をこ噛吐葡~閥銅こて蒋受診

し声右側腐部に腰痛を触れたためァ注腸造影を行ったと

ころ,回盲部藤癖を認めて予回盲部切除を行った㌢蚤複

勝管は球状で,内容は寮液性の鮎のであったサ備後は経
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射 太網に包埋された遊離壊死腸管を伴った
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新関 幸蓄 較栄冠衆議聖iI字病院き

志諾 意警;描 表裏 を同 郷 )
沼田 修や鳥越 克己(同 小児科)

胎硬性髄膜衆を倖-｡た離断型空腸閉鎖症で,遊醒髄腔

内に太網に髄埋された脱落壊死腸管を認めた症例を経験

したので報恩する☆
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生した劉堅,諾鮒だB羊水混濁を認めたが,馳琵W 9息

も㌦かし酢餌産後より緑色の畷畦があり,生後調音問経過

しても胎健の緋滑を認めないことより,紹介されたせ

腹部単純蒐線写寮立位像にて多数のニボ岬を認め,小

腺閉鎖症の診断で開腹した&
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た中東網と腸管相互の癒者および閉鱗部を中心をこ前脚虹


